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昭和 58年度平城京内発掘調査地一覧
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左京一条二坊・ 三坊 (木取山古墳 )の調査  第 151-24・ 28次

本調査は、共同墓地拡張 (第 151W4次 )と 資材置場建設(第 151翌8次 )のための事前調査

である。第 151-24次調査地は木取山古墳墳丘西辺推定地にあたる。南北 2ケ 所に

設定 した トレンチのうち、南 トレンチ西寄 りでは地山が西方になだらかに下降し、

その直上か ら埴輪片が出土する。 この地点が墳丘前方部西辺の可能性がある。北

トレンチは耕作土直下約 15 cmで平坦な地山となる。第 151-28次調査地は、墳丘

東辺推定地であり、逆 L字 形に設定 した トレンチの西端部で、幅約 10mの 南北溝

を検出 した。底に若千の小礫があり、古墳周濠の可能性がある。 しか し、今回の

調査で検出 した東西両地点の地山の下が りを木取山古墳前方部の東西両端に想定

すると、復原形は前回 (昭和56年度、第 131-8次 )よ りも前方部が幅広いものとな

る。但 し、検出した部分はいずれ も底 に近い部分であり、実際にはやや狭い形 と

なるだ ろう。

第151-28次 調査区

第 17図
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左京一条二坊内の調査 第 151-2・ 15。 19次

昭和58年度には表記条坊内で木取山古墳関係の調査以外に 3個所の発掘調査を

行った。 法幸寺 および海龍王寺旧境 内 の北方に位置 し、いずれも法華寺集落内

における住宅の新改築に伴なう、小面積の調査である。

幅約 3m、 深 さ約 1.Omの 南北溝で、平城宮跡第

86次 調査で検出 した東二坊坊間小路東側溝の、

朱雀大路の振れ (国 土方眼方位に対 し NO° 15′      |

41″ W)を 考慮 した北の延長線上より、さらに  第18図 第 151

東へ約 9mず れている。従 って今回の調査では、この溝を九・

側溝 と断定す ることはできなかった。

第 151-15次 調査は海龍王寺旧境内の北側にあたる。第82-11次調査で当該地

の東隣を調査 し、大規模な掘立柱建物 2棟 、掘立柱列 3条 を検出 しており、その

一部が当該地に及ぶ と想定される。南北約25m、 東西約 5,5mの調査区を設定した。

層序は旧耕土 。旧床上の下に厚さ約 20 cmの 近世の遺物包含層があり、現地表下

約 50 cmで バ ラス混 り明黄褐色粘質上の地山に達す。遺構は地山上面で検出 した。

検出 したおもな遺構は、掘立柱建物 1、 溝 1で ある。調査区南半部は近世の大き

な土壊が多数密集 しており、奈良時代の遺構の遺存状況は良 くない。

SB 01は 掘立柱の東西棟建物で、第82-11次調査の検出分 と合わせ 6間以上 ×

3間 で南に廂が付 く。桁行約 2.7m_(9尺 )等間、 梁行は身舎約 3m(10尺 )等

間、廂の出は約 2.7m(9尺 )で ある。調査区を拡帳できず西妻は未確認であれ

SD 02は 素掘 りの東西溝で、幅約 2m、 深さ約 0,3mで ある。 大きく 2層 に分れ、

第 151-2次調査は、左京一条二坊十六坪西

端及び九・十六坪坪境小路の想定地にあたる。
_古

現地表下約 50 cmで 厚さ約 10 cmの奈良時代の整地

層があり、 この面で南北塀 1条、南北棟 2棟、

南北溝 2条を検出した。 このうち SD 2914は 、

|

-2次発掘遺構図

十六坪坪境小路東
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下層か ら鎌倉時代の軒平瓦 1点、上層から石造五輪塔 1点 が出土 した。

遺物は SD 02か ら出上したもの以外は、近世の上墳 。遺物包含層から出上した。

軒瓦16点 、丸 。平瓦、土器類があり、奈良時代のものは軒瓦10点 である。 このう

ち 6679A型 式は法華寺・海龍王寺に同 課

絶品があり他は平城宮に同範品がある。

調査の結果、第82-11次調査で検出

した遺構のうち当調査区に及ぶ ものは

SB 01の みであることが判明 した。今

回の調査および第82-11次調査で検出_

した遺構は、いずれも規模が大きく3_

時期以上の変遷が認め られるが、発掘 _

面積が狭 く、建物の配置状況を解明す―
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るには至っていない。                第19図 第151-15次発掘遺構図

第 151-19次調査は、一条条間路推定地にあたる。 3条 の重複する東西溝を検

出したが、発掘面積が狭 く、溝底や溝北岸を確認することができなかった。また

年代の決め手になる遺物 も出上 していない。

SD 01 Cは 最 も新 しい溝で、幅 0,3m以上。 乙の下層の SD 01 Bは 幅 5m以上、

深さ 1.5m以上で、底近 くには灰黒色粘質上が厚 く堆積す る。最下層の SD 01 A

は幅 3.2m以上、深さ lm以 上で、上か ら第 3層 日の底に木炭を混 じえた炭化物

が厚さ 5 cmほ ど堆積 し、以下はバ ラスを含む灰褐色ない し黄灰色砂質土となる。

これ らの溝のうち SD 01 Cは 、東方約 200mの 第95-2次調査で検出 した海龍王

寺北辺を限る東西溝 SD H50と 位置が一致す 上

「

生止鯉塑

る。ただ し、 これが一条条間路の側溝か否か

についてはなお検討を要する。 SD01 A・ B

は東方約 100mで 実施 した第82-8次調査の 生

知見か ら、奈良時代以前に存在 した湿地の南

岸である可能性がある。

=―

第20図 第 151

|

0           -9m

-19次発掘遺構図

第19図 第 151-15次発掘遺構図
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左京三条四坊四坪の調査 第 151-18次

本調査はマ ンション建設に先立つ事前調査である。先年 (第 138次調査)本調

査地の北西で現道路敷を狭んで接する位置において三坪の南辺を調査 したが、三

・ 四坪坪境小路を検出するには至 らなかった。今回は三・ 四坪坪境小路 とそれに

伴 う側溝の検出及び四坪内の情況の一端を明かに

することを目的とした。主な検出遺構は掘立柱建物 1

棟・掘立柱塀 4条・ 東西溝 1条等である。中世の

多数の耕作溝を客土・ 耕土・ 床土下の黄灰褐色及

び黄茶褐色の二層の砂質土面で、又奈良時代の遺

構はその下の青灰色粘質土面で検出 した。

掘立柱建物 SB 2925は 桁行 3間 以上、異行 2間

の東西棟で、柱間寸法は桁行 5尺、架行 5.5尺。 掘立

柱塀 SA 2935。 2936は いずれも柱間寸法の一定 しな

い東西塀で、 2間分を検出するに止 ったが、柱筋

が一致すること等か らSB 2925よ り古い同一の塀

の建て替えと考えられる。SA 2922は 柱間寸法 8尺 の

南北塀で 1間分を検出した。SA 2921は柱間寸法6尺

の東西塀で 2間分を検出した。東西溝 SD 2920は

幅 1.5m、 深 さ0.6mの 素掘 りで、三・ 四坪の坪境

小路南側溝に当たると思われる。

SA 2936の 柱掘形・ 抜き取 り及び SD 2920の

埋土か ら奈良中頃以降の上器が出土 したことから、

今回検出 した遺構は奈良時代後半に属すると考え

られる。なお出土遺物には奈良時代中期以降の製

塩土器片が多数出土 していることが注目される。

Ｎ
▲

Y・ 16879

0               5m
|

第21図  左京三条四坊四坪発掘遺構図
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左京四条一坊十四坪の調査 第 151-29次

事務所兼住宅の新築に伴 う事前調査である。左 京́四条一坊十四坪の東辺部にあ

たり、東一坊大路西側溝の存在が予測されたため、南北 3m× 東西 1l mの範囲で

調査を実施 した。期間は昭和 59年 1月 17・ 18日 の 2日 間である。盛土が極めて厚

いため、重機により床土までを排土、その後人力で発掘 したが、遺構検出面での

南北幅は 1.5mで あった。 東端で黄褐色粘質上の地山を検出、西へ向ってだ らだ

らと下 り、調査区西端近 くで心 もち上昇する。幅広の南北溝 と判断 した。埋土は

灰色の砂まじり粘質上で、瓦器片を少々含む。東一坊大路西側溝の位置を踏襲 し

た中世の溝 と考え られる。

右京一条二坊十一坪の調査 第 151-33次

商業 ビル建設に伴 う事前調査で第 142次 (昭 和57年 度実施)の補足調査 として

おこなった。期 間 は昭和 59年 3月 12・ 13日 の 2日 間、面積 は東西 11.lm× 南北

3.5mの 39ぜ 足 らずである。調査の眼目は、一条二坊の坊間路西側溝確認にあった。

というのは、今回のす ぐ東でおこなった第 142次調査において坊間路東側溝 SD

811を検出し、 これについては疑間の余地がないと判断 したのだが、西側溝 と推

定 した SD 812に ついては (両 溝間の心心距離は 8.6mと 3丈 に近似する)ご く

一部を検出したのみで、西側溝 とは確定できず、さらに西方、側溝間距離 4丈以上

となる可能性 も否定できなかったか らである。

調査の結果、砂質上の地山面においては十数個の小さな土壊状窪み以外何 も検

出されず、 SD 812が西側溝である蓋然性が高まった。
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右京一条北辺四坊六坪の調査 第 151-26次

防衛庁の宿舎改築に伴 う事前調査で、 12月 1日 か ら幅 3m、 延長70mの 東西 ト

レンチを設け予備調査を行い、奈良時代に属する遺構を検出 した。 このため 12月

15日 か ら調査区を拡大 して本調査を行 った。調査面積は 3個所計 1340ポである。

当該地は、右京一条北辺四坊六坪の中央西寄 りに位置 し、東南は史跡「西大寺

境内Jの 一部で「称徳天皇御山荘伝承地」に当り、池 と中島が現存 している。周

辺における既往の調査によって、池は奈良時代に存在 したことが明 らかになって

おり、今回の調査地を含む池の周辺には、池に付随 した奈良時代の遺構が存在す

る乙とが予想された。調査地は西か ら東へ伸びる低い丘陵の南斜面にあたり、現

在池がある地点か ら中央調査区南東部にかけて谷がはいり込む。 このため奈良時

代に大規模な 2国 の整地を行っており、土層は上か ら表土、灰黄褐色砂質土 (第

2次 整地 )、 淡黄褐色砂質土 (第 1次 整地)、 赤褐色礫まじり粘質土 (地 山)の順

となっている。遺構は各整地層上面か ら掘 り込まれているが、下層遺構について

は、断ち割 り調査によってごく一部を検出したのみである。

遺構 主な遺構は掘立柱建物 14棟 、溝 4条、井戸 1基などである。 これ らの遺

構は大きく I期～ V期 の 5時期にわけることができ、 Ⅱ、Ⅲ、 Vの 各期はさらに

2小期に細分 される。

I tt I期 の遺構 は第 1次整地層上で検出した SD 1015、 SX 1065で ある。

SD 1015は 幅 30 cm、 深さ10 cmの素掘 り溝で、埋土中に炭化物を含む。 SX 1065は

長さ 1.Om、 幅 0,7mの 隅丸長方形の上墳で、側壁が赤褐色に焼けてお り、底面に

はうすい炭化物の層が認め られた。

Ⅱ期  Ⅱ期以降 V期 までの遺構は、第 2次整地層上で検出した。 Ⅱ期は SB

100001080。 1090の 3棟 の掘立柱建物で構成される。 SB 1000は 桁行 9間、

異行 2間 で10尺等間の東西棟建物。 この時期には廂は付設されていない。

SD 1005・ 1010は SB 1000の 雨落溝である。 SD 1010は SB 1000の東妻に添

って南へ 曲が り、 SD 1005と 東南部で合流するようである。 SB 1080と SB
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1090は 、南北に並び側柱筋をそろえる。同位置、 同規模 で建て替 えが行 われ

てお り、 SB 1080は 掘立柱建物か ら、一部掘形に瓦を敷き込んだ地業をもつ南北

棟建物に、 SB 1090は 大形掘形の建物か ら小形掘形の建物へ とそれぞれ建て替え

られる。 SB 1000も SB 1080と SB 1090の 建て替えに伴 って西妻柱の一部に改作

が行われる。

Ⅲ期 Ⅲ期には SB 1000は そのまま存続 し、その西方 で 2回 の建 て替 えが行

われる。 Ⅲ c期 には SB 1080・ 1090が 廃絶 しSB 1095が建て られる。 SB 10

95は 桁行 6間 以上、梁行 2間 の身舎の東に廂が付 く掘立柱建物。 柱間寸法は桁

行10尺、異行 5.5尺 、廂の出 6尺。皿b期 にはSB 1095が SB l105に 建て替え られ

る。 SB l105は 桁行 5間 、梁行 2間 の南北棟掘立柱建物。柱間寸法は桁行 7尺、

異行 6尺。北 1間分が間仕切によって仕切 られる。

Ⅳ期 Ⅳ期はこの地域が最も整備される時期である。SB 1000は南側に廂が付設 さ

れる (廂 の出 13尺 )。 その西方 で は SA 1060、 8B1070・ 1085・ 1100が

建て られる。 SA 1060は 柱間10尺 の南北塀でSB H00と 柱筋をそろえる。 SB 10

70は 、桁行 2間、異行 2間 の身合の四面に廂の付 く建物。身舎桁行 8尺、果行 6

尺で、廂の出は桁行方向 8尺、梁行方向 7尺。 SB l100は 桁行 6間以上、果行 2

間の身舎の東に廂の付 く南北棟掘立柱建物。柱間は桁行10尺 、果行 9尺、廂の出

8尺。身舎は棟通 りに床束を持つ床張 りの建物である。 SB 1085は柱穴 4個所を

検出したにすぎず、構造は不明であるが、 SB H00と 東西方向の柱筋をそろえてお

り、 SB H00と 有機的な関連をもった建物 と言える。

V期  この時期には大形の掘立柱建物が姿を消すとともに、この地域の性格が

大きく変化する。 2月 期ヽ に細分 される。 V6期 には SB 1020・ 1055・ 1115が属

する。 SB 1020は SB 1000の廃絶後に建て られる。桁行 5間 、果行 2間の東西棟

掘立柱建物。 SB 1055・ 1115は 小形の南北棟掘立柱建物 。 いずれの建物 もⅣ期

以前のような規格性を失 う。 Vb期 はこの地域が墓地 として使用 される時期であ

る。 SX 1074・ 1075、 SD ll10が 主な遺構である。 SX 1074は須恵器の大甕を

隅丸方形の墓壊に据えた火葬墓で、甕内には炭化物がつま っていた。 ただ し大
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部分 が削平 されてお り、甕自体が蔵骨器 となるか外容器 となるのかは不明であ

る。 SX 1075は 灰釉陶器の壷を用いた火葬墓。まず一辺約 lm、 深 さ30 cm以 上

の方形の墓壊を掘 り、底 に厚 さ 10 cmほ どに細 か い木炭を敷き、木箱に入れた壺

を置 く。さらにそのまわ りに、やや大きめの木炭をつめ土をかぶせている。墓墳

の周囲には柱間 5尺 の柱 4本が立つ。覆屋 もしくは結界のための柵であろう。

SX 1074・ 1075に はいず れ も副葬品はない。 SD ll10は 断面 U字形の素掘り

溝。東で北へ曲が り、北西部の未調査区にこの溝 と関連する何 らかの遺構の存在

が推定される。

SB 1030・ 1040。 1045・ 1050に ついては、建物規模、所属時期が不明であ

る。小形の掘立柱建物で、方位が振れるもの もあることか らV期 に含めることが

できる。

SE 1025は 崩壊の危険があったため、検出面か ら 2.5m掘 り下げたが底まで完

掘することができなかった。井戸枠は残 っていない。西調査区の SD l120は 素掘

りの南北溝で幅 4m、 深さ 0.5mで ある。周辺の遺存地割等か ら見て 六坪 と七坪

の坪境小路の東側溝 となる可能性がある。

遺物 出土量は少ない。上器は第 2次整地層中か ら、奈良時代前半のものが若

千出上 した。瓦は SD 1010・ 1110、 および SB 1080の 版築層 中か ら出上 した。

出上 した軒瓦 は いずれ も奈良 時代後 半 に属 す るもので あ る。火葬墓 SX 1075

の灰釉壺は球形の胴部に、やや外傾する短い口頸部のつ く薬壷形で、宝珠形撮の

付 く蓋を伴 う。 9世紀前半のものである。

まとめ 遺構の年代については、直接的に時期を確定す る資料にとば しいが、

(1)第 2次整地上中に奈良時代前半の土器が含まれる。(21 Ⅱ期の SB 1000の 北雨落

溝 SD 1010と SB 1080の 版築層中か ら奈良時代後半に属する軒瓦が出土 している。

(3)SD ll10か ら(2)で 出上 した軒 瓦 と同型式 の軒瓦が出上 している。以上か ら

第 2次整地層上に造営された I期 ～Ⅳ期の遺構は奈良時代後半の比較的短い期間

に次々と建て替え られたものと考えることができる。 I期 はその上を奈良 時代

前半の上器を含む第 2次整地層が覆 っているところか ら、奈良時代の初頭にお く
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ことができる。 V期 については、 SX 1075出 土の蔵骨器が 9世紀前半のものであ

るところか ら、平安時代の初頭 と考えることができる。

奈良時代後半のⅡ期～Ⅳ期の建物群は大形の掘立柱建物を含む計画的な配置を

示 してお り、京内における一般的な宅地の建物構成 と大きく異なっている。さら

にこれ らの建物群は、奈良時代後半に次々と建て替え られたものである。調査地

南東に接する池を称徳天皇御山荘地の一部 とする記録は中世初期まで しか湖 らな

いが、以上に述べたような遺構の時期や構成か らみて、 Ⅱ期～Ⅳ期の遺構は称徳

天皇山荘 跡 の可能性 を考えることができる。また SD l120の検出によって、北

辺坊推定地においても条坊制が施行されていたことが明 らか となった。

平安時代にはいると、 この地は葬地 とな り火葬墓が営まれる。火葬墓は複数が

群をなす場合が多 く、 SX 1075の北方や SD H10で 区画される北西部に関連 した

遺構の存在が予想される。

SA1060

9                           2pn

第22図 右京一条北辺四坊六坪発掘遺構図

SO ,120
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右京二条二坊十六坪の調査 第 151-22次

社会保険センター建設に伴なう事前調査である。調査地は平城京右京二条二坊

十六坪の中央南寄 りに当たる。同一坪の東北部では、昭和56年 12月 に当調査部が

発掘調査を行い、小形の掘立柱建物群を中心 とする奈良時代の遺構を検出 してい

る。 (『平城京右京二条二坊十六坪発掘調査概報』昭不日56年 )

遺構 遺構は全体に後世の耕作などによる削平を受けており残 りは良 くない。

さらに現在は調査地南西を流れている秋篠川の支流が、 A調査区南半部をえ ぐり

取 っており、 乙の部分には粘土と糧砂の互層が厚 く堆積 している。調査地の層序

は、上か ら盛土、耕上、灰色砂質土 (床 土)、 灰褐色粘質土 (整 地D、 黄灰褐色砂質

土 (地 山)の順 となる。検出 した遺構は、灰褐色粘質土 と黄灰褐色砂質上の上面か

ら掘 り込まれている。おもな遺構は、掘立柱建物 11棟 、溝 6条、土壊 6基 などで

ある。これらは遺構面の違 いや切り合い関係から 4期 に分けることができる。

I期  黄灰褐色砂質土上面に掘 り込まれる。掘立柱建物 SB l155、 H85、 柵 SA

1213、 道路状遺構 SF l195、 溝 SD l196・ 1197が I期 に属する。 SB l155は 桁

行 3間 以上、梁行 2間 の南北棟掘立柱建物。 8尺等間。 SB l185は 桁行 3間 、梁

行 2間 の東西棟掘立柱建物。柱間は桁行 6尺 、梁行 6.5尺。 SA 1213は 柱間 5尺

等間の東西柵。 SF H95は 、 SD l196・ ■97に よって画される南北方向の道路

状遺構。幅約 9,7m(33尺 )。 SD H96は 幅 0.4m、 SD■ 97は 幅 1.2m、 いずれ

も深さ約 10 cmの素掘 り溝である。 SF l195の 中心は、周辺の調査結果か ら導いた

十六坪を東西に二等分する線にほば一致する。昭和 56年 に行 った十六坪北東部

の調査では、 この時期に坪内を南北に二等分する道路状遺構 SF 0529が 検出され

ており、今回検出の SF H95と あわせて十六坪は四分割されていたと考え られる。

Ⅱ期 掘立柱建物 SB l180・ 1211、 道路状遺構 SF H90 A、 溝 SD l191 A。 11

92A、 土壊 SK l157・ 1158・ H59・ 1160・ 120001201が Ⅱ期に属する。

SB H80は 桁行 4間、果行 2間 の東西棟掘立柱建物。 8尺等間。坪内を東西に二

分割する道路状遺構は、東へ 45mほ ど移動 する。 SF l190 Aの 中心は条坊計画

-49-



12

壬 匡 ≡ ≡ 菫 型 聖 堅 堅 聖 当 13 

氏

K≦ ≦ 亙 重 フ

715

16

(((

(((

ヽ ____

第23図 土療・溝出■土器   :程 |;:itl二亀;:
SK l159(6～ 9), SK l160(10)

SD l197(19), SK 1201(20)

―-50-―



凶
細
福
山

凶
一割
稲
く

韓
〓

第24図 右京二条二坊十六坪発掘遺構図
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線か ら大路幅を80尺 、小路幅を20尺 とした値を引いた実際の坪の大きさの二等分

線にほぼ一致する。両側溝 SD l191A・ 1192Aは いずれも幅20～ 30 cm深 さ約 10 cm

の素掘 り溝。この時期には多 くの上壊が掘削される。 SK 1200は 2段 に掘 り込ま

れた土壊。南半部を検出 したにとどまる。 2段 目の掘形か ら木片が出土 しており、

井戸の可能性がある。この中か ら須恵器、土師器、瓦の他 に、長方形輝 1点、鬼

瓦片 1点 、墨書土器、製塩土器など多量の遺物が出土 した。SKl159 9 116001201

は平面楕 円形のすりばち状土壊。 SK H59か らは土 師器の甕 が、 SK 1201か ら

は須恵器の甕が出上 した。

Ⅲ期 Ⅲ期とⅣ期の遺構は、灰褐色粘質土上面に掘 り込まれる。掘立柱建物 SB

H70・ 1205・ 1210、 道路状遺構 SF H90B、 溝 SD l191B・ H92Bが Ⅲ期に属

する。掘立柱建物はいずれも果行 2間 の小規模な南北棟掘立柱建物。 柱間は SB

H70が 6尺等間。SB 1205が梁行 7尺。 SB 1210が 桁行 7尺 、梁行 6尺 。坪内

を東西に三分割する地割はこの時期まで踏襲される。道路状遺構 SF H90Bは 両

側溝が新 しく掘削されるものの、 Ⅱ期 とほぼ同 じ位置にある。

Ⅳ期  この時期には建物規模がさらに小さくなり、方位 も東西に大きく振れて

いる。方位の違いによって 2小期に分けることができる。Ⅳ a期 には方位が北で

西にずれる南北棟掘立柱建物 SB H67。 1175が 属する。 柱間は SB l167が 6尺

等間。 SB H75が 桁行 5尺 、果行 4尺。Ⅳb期 には方位が北で東にずれる東西棟

掘立柱建物 SB H65・ 1212が 属する。 いずれも桁行 4尺 、梁行 3尺である。SB

1212は 同位置 。同規模で建て替えが行われる。

各時期の年代 は、土墳との切 り合い関係や、柱掘形、抜き取 り穴か ら出土 した

土器などを根拠に、 I期  奈良時代初頭、Ⅱ期 奈良時代前半、Ⅲ期・ Ⅳ期 奈

良時代後半 とすることがで きる。

遺物 Ⅱ期の上壊 SK l159・ 1160・ 1200・ 1201や 、 調査区西端の柱穴群か

ら多 くの上器が出上 した。全体に平城宮土器編年 I期 か らⅢ期にかけての上器が

多 く、奈良時代後半の上器は小量である。瓦類は少な く、わずかにSK 1200か ら

丸瓦、平瓦 と長方形輝、鬼瓦片が出土 したのみである。
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8 右京二条西三坊大路 の調査  第 151-17次

アパー ト建設に伴 う事前調査である。層序は上か ら盛上、耕土、暗褐色粘質土

(床 土)、  灰褐色砂質土、黄色粘質上、暗灰色粘質上、淡灰色粘質土 (地 山)の

順 となる。検出 した主な遺構は南北溝 1条、道路 1条、井戸 1基 である。

西三坊大路西側溝 SDl145は 幅 3.lm以 上、深さ 0.3mの 素掘りの南北溝で、地山

上に掘削されている。埋土は大きく 2層 に分かれ、下層の黄褐色砂質土か ら奈良

時代の上器、瓦が少量出土 した。今回西肩は検出 し得なかったが、 トレンチ西端

での溝底の立ち上が りか ら推定 して溝幅を 3.5mと 仮定すれば、溝心の座標はX=

-145943.217、 Y=-20204.675と なる。西三坊大路 SF l146は 、路面に瓦片を含

む厚さ約 5 cmの 茶褐色バ ラス土が敷 きつめ られる。路面は北に向って徐々に下が

っており、 トレンチの南北で約 20 cmの 高低差がある。

井戸 SE l150は SD l145の 溝底に掘削されており、溝底か ら 1.6m掘 り下げた

が崩壊の危険があったため完掘するに至 らなかった。溝の埋上下層が井戸上面を

覆 うとともに溝の掘削で井戸が破壊 された痕跡 もな く、溝と同時期に機能 し、溝の

廃絶に先立 って使用されな くなったものと推定される。一辺 0,9mの方形縦板組

井戸枠の上段に一辺約 1.Omの 横板井籠組井戸枠を 2段以上組んだものである。

縦板組井戸枠は一部 2段 になる掘形の西寄 りに組む。隅柱は一辺 1l cmの 角材を用

いそれぞれ横桟でつな ぐ。横桟は 2段 目まで確認 した。縦板は幅約 17 cm、 厚さ約

l cmで一辺に 5枚前後用いられる。横板井籠組井戸枠は縦板組井戸枠の最上段を

撤去 し作 りかえたものである。横板は長さ約 1.Om、 幅約 26 cm、 厚さ約 3 cmで、

2段 目は腐触 してほとんどのこっていなかった。井戸内か らは平瓦片が小量出土

した。
Y-20205

x-145943
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第25図  西三坊大路発掘遺構図
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右京九条大路の調査 第 125-4次

,◇

第27図 九条大路調査位置図

本調査は県道城廻 り線建設に伴なう昭和58年 度調査である。昭和55年 度 に調査

したⅣ区とⅢ区の間に、 V区 とⅥ区を、各 9× 7mず つ設定 した。

V区 は昭和55年 度調査のⅣ区より東へ 2m離れる。九条大路北側溝 SD 01と 土

墳 SK 02を 検出した。 SD 01は北岸のみで南岸は検出していない。深さ 0.7m。 堆

積土は暗灰粘質土。北岸をしが らみで護岸 しており、杭の間隔は20～ 25 cm。 木器、

土器が出上 した。 SD 01の 上に堆積する厚さ0,8mの 砂 と粘質上の互層か らは近

世の遺物が出土 しており、現在の蟹川が近世にはSD 01直上を流れていた。 SK

02は 、東西 6m、 南北 2.8m、 深さ 0.5mの上壊で、埋土 は木屑、 炭、 灰 を混

えた暗灰粘質上 で あ る。埋土 か ら「廣高侶腹百連甲」「□上八十□」の墨書木

簡、「田邊腹六十連」の線刻木簡、平城宮 Ⅱ期の上器、銅釘、曲物、槌の子が出

上 した。土壊は、京造営時のごみを廃棄 したものであろう。

Ⅵ区は昭和55年 度調査のⅢ区より西へ20m離 れる。九条大路北側溝 SD 01と 近

代の井戸 SE 03を検出 した。 SD 01は 、幅 2.5m、 深さ0.9mで 、堆積土は下層が

暗灰粘質上、上層が灰色砂。灰色砂の堆積幅は 1.5m。 】ヒ岸を しが らみで護岸す

る。堆積上の暗灰粘質土か ら「勝賓二年」の木簡、人形、曲物が出上 した。SE 03

は径 lmの方形井戸で、縦板・横桟・隅柱を組み合わせる。隅柱は長さ30～ 40 cm、

径 10 cmの丸太を横桟の上下に置いただけのもの。釘の使用はない。
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第28図 V区発掘遺構図
―

第29図  Ⅵ区発掘遺構図
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第30図  SK 02出土土器 (1～ 7・ 12土師器 ,他は須恵器)
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